
 

自 己 点 検 表 

 

１．教員個別表 
フ リ ガ ナ    カノ  コ  アツ  コ 

氏   名   家 子 敦 子 
職   名   准教授 
人間学部   心理福祉学科  

取 得 学 位   看護学修士     

(大学名）      宮城大学大学院      （取得年月） 2008年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

介護実習（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ） 

講義「介護過程展開法」 

講義「こころとからだのしくみ」 

講義・演習「医療的ケアⅡ」 

演習「介護福祉総合演習」 

 

講義「人体の構造と機能及び疾病」 

 

演習「心理福祉基礎演習Ⅰ～Ⅲ」 

 

演習「心理福祉専門演習Ⅰ～Ⅳ」 

 

演習「共通基礎演習」 

 

レクリエーション論 

 

レクリエーション演習 

 

コミュニケーション演習 

 

レクリエーション実習 

 

食事介助演習 

 

2011～2022 

 

 

 

 

 

2018～現在 

 

2016～現在 

 

2016～現在 

 

2016～現在 

 

2022～現在 

 

2022年～現在 

 

2022年～現在 

 

2023年～現在 

 

2022年～現在 

 

 

 



 

保健医療と福祉 

 

生活と健康 D 

 

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 

 

精神保健福祉援助実習 

 

ソーシャルワークの理論と方法 B 

2023年～現在 

 

2023年～現在 

 

2023年・2025年 

 

2023年・2025年 

 

2025年 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著 

共著 

発行または発

表の年月（西

暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 
共著者名 

(共著の場合） 

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

・A 県のへき地診療所における医療提供体制の特

徴 

・「コミュにエーション演習」の教育的効果に関する

検討－受講生のコミュニケーション・スキルの変化に

着目して－ 

・「介護過程の展開」実践力育成の課題 

 

・介護過程展開様式のプロセスからみえた介護過程

スキル向上のための課題－介護過程展開法施設

研修の 5年間の取り組み－ 

・終末期ケア論における授業材料としての「病家須

知」の検討 

［研究ノート］ 

・「コミュニケーション演習の教育効果に関する検討

（2） 

 

  

 

 共 

 

 

 共 

 

 

 共 

  

 共 

 

 

単 

 

 

 共 

 

 

 

  

2023年 3月 

 

 

  2022年 

 

 

2022年 3月 

 

2017 

 

 

2014 

 

 

2025 

 

 

 

 

日本ルーラルナーシング学会誌第

18巻 

 

仙台白百合女子大学紀要 27号 

 

 

聖和学園短期大学紀要第 59 号 

 

仙台白百合女子大学紀要 22号 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 18号 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 29号 

 

 

 

 

共：霜山真他

6名 

 
茂木千明・結城

裕也・家子敦子 

 

東海林初枝他 2

名 

 

東海林初枝 

 

 

 

 

 
茂木千明・結城

裕也・家子敦子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P59～70 



 

・女子学生の生活習慣病という観点からみる生活習

慣改善への関心―インターネット資料読み取り型

学習から― 

 

［実践報告］ 

・カリキュラムと連動させた地域高齢者事業が学生

にもたらす効果 

・地域住民を対象としたレクリエーション事業の実践 

―2023 年度レクリエーション・インストラクター養成

課程認定校としての取組― 

・地域住民を対象としたレクリエーション事業の実践

－レクリエーション・インストラクター養成課程におけ

る実習の可能性をふまえて－ 

・レクリエーション・インストラクター養成課程認定校

としての取り組み 

 

［報告書] 

・介護福祉士養成課程  新カリキュラム教育方法の

手引き（平成30年度生活困窮者就労準備支援事業等補助金社会

福祉推進事業） 

・介護過程展開の実践力向上のための調査研究事

業 報告書（令和元年度生活困窮者就労準備支援事業等補助
金社会福祉推進事業） 

・介護福祉士養成継続研修の体系化に関する研究 

報告書（令和元年度社会福祉振興関係調査研究事業） 

・介護福祉士養成継続研修の体系化に関する研究 

報告書（第 2 報）（令和元年度社会福祉振興関係調査研究事
業） 

・介護福祉士養成継続研修の体系化に関する研究 

報告書（第 3 報）（令和元年度社会福祉振興関係調査研究事
業） 

・宮城県へき地診療所の実態と看護師の支援ニー

 単 

 

 

 

 

共 

 

共 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

共 

 

 

共 

 

 

共 

 

 

共 

 

 

共 

2015 

 

 

 

 

2024年 3月 

 

2024年 5月 

 

 

2023年 2月 

 

 

 

2022年 2月 

 

 

 

2019年 3月 

 

 

2020年 3月 

 

 

2020年 3月 

 

 

2021年 3月 

 

 

2022年 3月 

 

 

2022年 3月 

仙台白百合女子大学紀要 19号 

 

 

 

 

公益財団法人日本レクリエーション

協会 自由時間研究 第 49 号 

仙台白百合女子大学教職課程研究

センター報第 3 号 

 

仙台白百合女子大学教職課程研究

センター報第 2 号 

 

仙台白百合女子大学教職課程研究

センター報第 1 号 

 

 

公益社団法人日本介護福祉士養成

施設協会 

 

公益社団法人日本介護福祉士養成

施設協会 
 
 
公益財団法人社会福祉振興・試験
センター 
 
公益財団法人社会福祉振興・試験

センター 

 

公益財団法人社会福祉振興・試験

センター 

 

東北ルーラルナーシング研究会 

 

 

 

 

 

仁 藤  喜 久

子・家子敦子

吉田 弘美 

 

吉田  弘美・

仁藤 喜久子 

 

 

 

仁藤喜久子 

 

 

秋山昌枝他

16 名 

 

荏原順子他

25 名 

 

本名靖他３名 

 

本名靖他６名 

 

 

本名靖他６名 

 

 

大塚眞理子

他 7 名 



 

ズ第 7次宮城県地域医療計画（へき地医療）を踏まえて 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳 

共訳 

発行または発表 

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合） 

監修者名と当該訳者 

数（監修訳書の場合） 
該当頁数 

外国人のための介護福祉専門用語辞典 

 

共 2021．3 

https://aft.kaigo-nihongo.jp/

rpv/default.aspx 
公益社団法人 日本介護福祉士会 

国際介護人材支援チーム 

白井孝子他5

名 
白井孝子他３名 

領域：こころとから

だのしくみ 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

・施設介護職員へのキャリアアップ支援（第 2報） 

―介護過程の実践研修前後の意識の変化より― 

・介護職員に向けた介護過程展開シートの考案 

―介護過程展開法の施設研修により― 

2013.10 

 

2014.10 

第 21回日本介護福祉学会 

 

第 12回日本介護学会 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本介護福祉士学会 

介護福祉教育学会 

日本ルーラルナーシング学会 

日本在宅ケア学会 

日本女性医学学会 

2019年～2021年評議員 

 

2019年第 15 回学術集会実行委員 

2003～2022 

2004～2022 

2009～2023 

2012～現在 

2022～現在 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度 

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

https://aft.kaigo-nihongo.jp/rpv/default.aspx
https://aft.kaigo-nihongo.jp/rpv/default.aspx


 

公益財団法人社会福祉振興・

試験センター 
2019 

令和元年度社会福祉

振興関係調査研究事

業助成（社福振福二

第 44号） 

介護福祉士養成継続研修の体系化に関する研究 300 万 

公益財団法人社会福祉振興・

試験センター 
2020 

令和２年度社会福祉

振興関係調査研究事

業助成（社福振福二

第 53号） 

介護福祉士養成継続研修の体系化に関する研究 300 万 

公益財団法人社会福祉振興・

試験センター 
2021 

令和 3年度社会福祉

振興関係調査研究事

業助成（社福振福二

第 43号） 

介護福祉士養成継続研修の体系化に関する研究 300 万 

宮城大学 2021 

令和 3年度宮城

大学教員研究

費（指定研究

費） 

宮城県へき地診療所の実態と看護師の支援ニーズ 

第 7次宮城県地域医療計画（へき地医療）を踏まえて 
47 万 

日本レクリエーション協会 2023 

令和５年度 課程

認定校研究連絡

会議研究助成事

業 

レクリエーション課程認定校が開催する地域交流 

「健康スポレクひろば」の実践 

 ―レクリエーション活動が高齢者にもたらす健康効果― 

4.5 万 

 

３．特記事項 

【講演会・研修会講師】 

2015年 宮城県福祉・介護人材確保対策事業 修講師派遣事業研修会講師 

2015年 宮城県福祉・介護人材確保対策事業 キャリアアップ支援研修会講師 

2018年 社団法人宮城県介護福祉士会主催 介護福祉士基本研修 講師 

2019年 宮城県老人福祉施設協議会主催 看取りケア研修講師 

2019年 社団法人宮城県介護福祉士会主催 介護福祉士ファーストステップ研修 講師 

2020年 10月～2021年 3月 公益財団法人社会福祉振興・試験センター令和元年度社会福祉振興関係調査研究事業助成（社福振福二第 44号）を受け、 

モデル研修会Ⅰ期を企画開催。 

2021年 ４月～2021年８月 公益財団法人社会福祉振興・試験センター令和２年度社会福祉振興関係調査研究事業助成（社福振福二第 53号）を受け、 

モデル研修会Ⅱ期を企画開催。 

2023年 社団法人宮城県介護福祉士会主催 介護福祉士ファーストステップ研修 講師 



 

 

【事業助成】 

2015年 厚生労働省告示 宮城県福祉・介護人材確保対策事業の助成を受け、聖和学園短期大学と宮城県介護福祉士会共同で介護職員対象に講師派遣事業介護過程

の展開研修会を開催した。 

2015年 厚生労働省告示 宮城県福祉・介護人材確保対策事業の助成を受け、介護職員・養成課程所属学生合同事例報告会を企画開催した。 

2017年 厚生労働省告示 宮城県福祉・介護人材確保対策事業の助成を受け、介護人材確保対策事業を企画開催した。 

2018年 厚生労働省告示 宮城県福祉・介護人材確保対策事業の助成を受け、介護人材確保対策事業を企画開催した。 

 

【社会活動】 

2014年 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会主催 介護福祉士養成施設卒業時共通試験問題作成委員 ～2019年 

2014年 聖和短期大学 非常勤講師  ～現在 

2017年 仙台市健康福祉局保健高齢部介護保険課介護人材確保取り組み実行委員   ～2018年 

2019年 日本ルーラルナーシング学会第 15回学術集会実行委員 ～2020年 9月 

2019年 日本介護福祉学会評議員 ～2022年 

2022年 宮城県委託事業 宮城県介護福祉士会介護施設コンサル事業 ～2023 

 


